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京
都
哲
雄
藩
規
約

一
、
本
日
同
は
目
撃
に
お
け
る
諏
學
の
研
究
と
そ
の
薯
汲
｛
を
間
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
宿
の
署
的
の
た
め
に
次
の
露
業
を
行
・
り

8
　
毎
月
一
鴎
研
究
禽
を
開
く

口
　
毎
年
公
開
講
演
金
を
開
く

国
益
月
一
同
「
哲
鰍
研
究
」
を
炎
行
ず
る

一
、
本
會
の
寮
業
を
途
行
ず
る
た
め
に
委
長
賠
干
名
を
お
く
、

委
嬉
興
は
京
都
大
學
哲
…
學
科
敷
官
及
び
倭
団
員
倉
に
お
い
て
推
諏
綴

　
し
た
者
に
委
囑
す
る

一
、
本
匠
は
倉
員
親
織
と
し
、
傘
昌
興
に
は
養
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
慰
＋
校
・
蘭
圃
書
館
．
其
他
の
購
罷
け
い
剛
凹
髄
の
名
を
以
て

入
傍
M
す
る
こ
と
も
で
き
る

　
、
禽
貴
は
禽
費
と
し
て
年
一
、
O
こ
○
醐
、
叉
は
牛
年
五
一

〇
闘
を
離
納
す
る

　
、
愈
鐵
ハ
は
倉
勲
附
の
配
右
キ
｝
受
け
、
禽
昌
歎
陶
に
獄
出
購
す
る
器
種
の

行
事
に
患
席
す
る
こ
と
が
で
登
る

一
、
本
案
は
聯
務
所
を
京
都
大
學
丈
學
部
内
に
お
く

一
、
本
愈
…
規
約
の
改
正
墾
更
は
倭
員
會
の
決
勲
餓
に
よ
る
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哲
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公
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講
演
會
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十
一
月
十
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後
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☆
友
学
者
後
置
友
禽
館
に
て
懇
談
晩
餐
會
を
開
き
ま
す
、
多
数
紫
野
曾
下
さ
い
（
會
費
五
G
O
圓
）

☆
島
脱
機
蘭
長
宛
識
張
許
可
依
顧
朕
入
用
の
方
は
京
大
聖
戦
都
美
學
研
魔
室
ま
で
御
申
繊
下
き
・
い
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硯
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山
ハ
○

ど
も
ま
た
①
ω
器
貯
鋤
蝕
ヨ
倉
。
の
意
味
に
も
粥
い
ら
れ
て
居
る
こ
と
。
。
峨
離
σ
ω
置
搭
邑
⑦
の
意
味
に
も
用
い
ら
熱
ン
し
居
る
け
れ
ど
も
ま
た
Φ
。
・
ω
Φ

貯
鋤
躍
。
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
明
に
し
た
。
要
す
る
に
Φ
繊
ω
8
お
は
ト
マ
ス
に
於
て
は
、
シ
ユ
ッ
ツ
が
解
し
た
よ
り
も

は
る
か
に
庸
ハ
い
血
思
味
に
用
い
、
b
れ
／
し
燭
旧
る
こ
一
ご
N
か
知
、
b
れ
弘
μ
の
で
あ
㍑
る
。
こ
の
憲
　
∴
賞
・
は
、
シ
ユ
ッ
ツ
の
口
拭
典
の
雪
明
の
或
部
分
の
紳
剤
正
と

．
増
補
と
穀
要
求
す
る
と
と
も
に
、
シ
ユ
ッ
ツ
が
か
』
る
説
明
の
根
擦
と
し
た
、
ト
マ
ス
に
於
け
る
⑦
属
冨
＄
話
と
Φ
器
①
導
冨
と
の
關
係

は
①
ω
ω
㊦
と
①
ω
紛
①
β
鋤
節
と
の
關
係
と
同
一
で
あ
る
、
　
と
い
う
ス
コ
ラ
哲
學
の
僚
罪
就
的
見
解
そ
の
も
の
に
…
封
し
て
根
本
酌
批
覇
を
撮
る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
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汝
は
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、
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文
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づ
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命
同

告

一
、
本
魯
は
禽
貴
組
織
と
し
奪
畏
に
は
贅
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
貢
希
望
の
方
は
京
都
窟
左
京
賦
田
中
西
浦
町
弘
女

堂
内
山
泉
都
醤
雄
合
目
係
宛
に
規
完
の
會
饗
（
年
一
、
〇
二
〇
圓

久
は
牛
年
五
　
○
㍊
）
を
お
描
込
下
さ
い

「
振
替
、
口
座
｛
暴
都
一
九
五
五
↓
ハ
番
　
山以

s
哲
騨
学
介
凪
」

一、

q
…
費
覇
〃
れ
の
哨
舎
は
封
筒
に
「
蔚
金
棚
〃
」
の
印
甲
ル
㎞
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
挑
込
下
か
、
㌧
い
、
　
　
年
分
（
久
は
牟
年
分
）

命
拭
費
は
原
期
し
」
し
て
本
難
㈹
十
・
瓢
燈
確
（
久
は
山
ハ
冊
…
）
　
の
途
肌
剛
噛
桝

を
以
て
醗
金
切
れ
と
し
、
6
7
紙
賀
の
墾
恩
典
他
の
礁
欝
に
よ
る

過
不
足
は
｝
年
（
沢
は
牟
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
脅
餓
員
の
献
羅
償
入
誤
一
号
簿
（
編
集
事
務
鉱
毒
の
　
燐
）
　
の
事

務
は
一
弘
文
堂
内
山
暴
都
哲
學
奮
口
係
へ
御
｝
迎
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
墨
差
・
新
刊
書
・
寄
賠
難
絡
離
は

本
倉
宛
に
御
迭
り
下
さ
い編尽
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註
文
規
定

一、

鄧
G
員
瓢
補
外
μ
の
購
涌
出
囎
の
細
町
註
か
く
及
び
一
瞬
凹
魯
円
に
綴
脚
詣
う
る
轟
具
ほ

「
弘
交
堂
」
へ
獅
凸
甲
込
下
さ
い

　
、
本
誌
の
御
誰
女
は
す
べ
て
代
金
郵
穐
共
（
［
蔀
、
定
償
［

○
○
踊
∵
郵
穐
八
鐡
）
煎
金
に
て
お
塗
り
下
さ
い

一
、
特
に
蒲
周
囲
尉
及
び
領
攻
讃
民
等
を
要
す
る
腸
合
は
郵
「
券
八
蘭
［

を
お
融
1
3
下
さ
い
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